
＊市民参加の事業は，年間開催件数と参加人数を記入し，教室的な事業の場合は，実人数と延べ人数に分けてご記入ください。健診等受診率の分かるのもは受診率をご記入ください。
＊市民向けて啓発活動は，どのような方法で周知したのか，簡単にご記入ください。パンフレット等参考となる物があれば，添付してください。
＊評価・現状課題については，H.21年度実績からH.23年度実績を踏まえて，A：方向性どおり実施できた，B：方向性とおり実施できなかったが，継続実施できた，C：規模・事業内容を縮小した，を記入してください。また，事業実施にあたっての現状・課題をご記入ください。
＊計画については，５年後に向けた今後の方向性を考慮し，次年度以降の取り組み内容をご記入ください。（現行計画の事業内容を参照してご記入ください。）方向性については，新規，継続，拡充，を記入してください。

事業内容 担当課 方向性
平成21年度

実績
平成22年度

実績
平成23年度

実績
評価 現状と課題 事業内容

5年後に向け
た方向性

実４５人
延８４人

実８２人
延１５７人

実５０人
延９２人

Ｂ

参加人数は低迷している。
実績を増やし更なる妊娠時
期の健康教育の充実が課
題。

拡充

実９６人
延２０６人

実８９人
延１８９人

実８９人
延１９３人

A

夫も参加できる教室は開催希望が多
い。夫の育児参加を促し，愛着関係
の重要性についての知識普及は継続
していく。

継続

実１０６人
延１８２人

実１００人
延１９２人

実９８人
延１８９人 A

参加人数も多く実際に沐浴実習がで
きるため満足度が高い。継続開催の
希望も多い。

継続

「母と子の料理教室」「おやこの食育教室」
「親子で考える食の体験教室」等，幼児や学
童を対象に開催しています。

芦屋健康
福祉事務
所・芦屋
栄養士

会・いず
み会

継続

【芦屋いずみ会主催事
業】
○母と子の料理教室
４回　１３６人
○おやこの食育教室
２回　６８人
○子どものための食育活
動
５回　１２５人
○親子で考える食の体験
教室
４回　１００人（２１年
度で終了）
○ビギナーズ親子料理教
室
３回　７９人
○学童料理教室(打出浜小
学校)
１回　５６人
【芦屋健康福祉事務所・
芦屋栄養士会共催】
○パパとキッズの料理教
室
１回　３３人
【芦屋栄養士会主催】
○親子で考える食の体験
教室
３回　１４６人（２１年
度で終了）

【芦屋いずみ会主催事
業】
○おやこの食育教室
２回　５０人
○朝ごはんキャンペーン
(ひょうご元気アップ子ど
も食育事業)
１回　３３人
○ビギナーズ親子料理教
室(ひょうご元気アップ子
ども食育事業)
４回　８６人
○学童料理教室
１回　６０人
【芦屋健康福祉事務所・
芦屋栄養士会共催】
○パパとキッズの料理教
室
１回　３３名

【芦屋いずみ会主催】
○おやこの食育教室
２回　６８人
○朝ごはんキャンペー
ン(ひょうご元気アップ
子ども食育事業)
１回　３３人
○ビギナーズ親子料理
教室(ひょうご元気アッ
プ子ども食育事業)
４回　１１８人
○親子チャレンジ生活
リズムアップキャン
ペーン
３回　２００人
○子育てママの料理教
室
５回　６２人
○学童保育ケーキ作り
1回　５３人
【市こども課・芦屋栄
養士会共催】
○キッズ料理教室
1回　１２人
○パパとキッズの料理
教室
1回　２５人
○ひとり親家庭年末の
つどい(親子クッキング)
1回　２６人
【市子育てセンター・
芦屋栄養士会共催】
○子育てベルばらクッ
キング
２回　２６人

          A
【芦屋いずみ会主催】
○概ね計画通り実施でき
た。
○料理教室は、参加者アン
ケートより満足度の高いも
のとなっており、リピー
ターも多い。
○子育てママの料理教室
は、H23年度より実施。参
加者数は毎回１０名程度と
少なかったが、参加者アン
ケートより満足度高く、ほ
とんどの方が継続を希望さ
れていた。口コミで参加希
望者も増えている。
【芦屋健康福祉事務所・芦
屋栄養士会共催】
○しかし、参加者の9割に
次年度もぜひ参加したいと
いう希望があり、満足度の
高い講座であると確信が得
られた。
【市子育てセンター・芦屋
栄養士会共催】
○食育事業の申し込みが多
く各料理教室は１０名～２
５名参加。様々な協力機関
との連携ができた。
パパとキッズの料理教室は
４年目を迎え好評。その他
の料理教室も料理に関心を
持ってもらうことができ評
価できると思う。

【芦屋いずみ会主催】
○より広く啓発するため、活動場所
の拡充を検討するも、予算等の問題
で、事業実施場所が限られている。
○事業の対象は幼児及び学童となっ
ているが、小学生は夏休み中であっ
ても参加率が低い。
【市こども課・子育てセンター・芦
屋栄養士会共催】
○ニーズはあるものの、出務できる
担当者が限られている。
【共通】
○無関心層へのPR

【芦屋母と子の料理教室」「おやこの食育教室」、「子育てママの料理
教室」、「パパとキッズの料理教室」等、幼児期、学童期に加え子育て
世代も対象に開催。

継続

身近な野菜や芋等の栽培を通じて好きな食べ
物を増やすとともに，収穫した野菜や芋等を
使って調理し，楽しく食べる実践力を身につ
けます。

こども課 継続

・栽培保育の実
施収穫物のクッ
キング実施
・年数回のクッ
キング保育の実
施

・栽培保育の実
施収穫物のクッ
キング実施
・年数回のクッ
キング保育の実
施

・栽培保育の実
施収穫物のクッ
キング実施
・年数回のクッ
キング保育の実
施

Ａ

・クッキングを行う上で
衛生面とアレルギー児童
の配慮
・栽培・クッキングがイ
ベント的なものだけで終
わることなく，日々の生
活の中でも「食べること
は，楽しいこと」に繋げ

栽培・クッキングを通して野菜のもつ自然の
香りや成長していく姿にふれ，感謝の気持ち
を育て，楽しく食べることを学び，好きな食
べ物を増やしていき生きる力を身につけてゆ
きます。

継続

栄養士，保健師による離乳食の講義と遊び方
のお話と試食を提供しています。

継続

・11回実施
・３１７名参加
（実・延べ）
新型ｲﾝﾌﾙにより
1回中止

・11回実施
・３４６名参加
（実・延べ）
天候不良により
1回中止

・1２回実施
・３５０名参加
（実・延べ）

A
アンケートより参加者の
満足度は高い。

乳児の保護者に，離乳食の講話，試食，手遊
び等の紹介を行うことにより、不安を軽減
し、食育の推進を図る。

継続

マタニティークッキングは継続して２回シ
リーズの講座で，仲間づくりをめざしたグ
ループワーク，妊娠時期の知識習得のための
講話，調理実習を行う。また，より参加人数
が増えるよう啓発していく。
パパママ教室と沐浴教室は夫婦で育児を目的
に継続して土曜日に開催する。

第2次芦屋市健康増進・食育推進計画策定に向けたヒヤリングシート　すこやか親子21計画                            　　　　　　　　　　  【資料2 】

もぐもぐ離乳食教室

平成21年7月に策定したみだしの計画について，平成24年度は評価と次期計画の策定年度となります。つきましては，各課が担っていられる食育や健康づくりに係る施策の実績状況や現状と課題，及び今後の方向性等お聞きし，計画づくりの参考とさ
せていただくための調査を実施します。大変お忙しいところ誠に恐縮ですが，調査の趣旨をご理解いただき，ご協力くださいますよう，よろしくお願いします。

事業名

栽培保育やクッキング保育の実施

拡充

妊娠中期以降の妊婦を対象としたマタニ
ティークッキングは２回シリーズの講座で，
仲間づくりをめざしたグループワークと調理
実習，また飲酒・喫煙が胎児に及ぼす影響に
ついての内容も含めて行っています。パパマ
マ教室と沐浴教室は夫婦で育児を目的に土曜
日に開催しています。
今後，カリキュラムなどを検討し充実を図り
ます。

マタニティークッキング

パパママ教室

沐浴教室

こどもの食生活改善推進事業

プレおや
教室
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事業内容 担当課 方向性
平成21年度

実績
平成22年度

実績
平成23年度

実績
評価 現状と課題 事業内容

5年後に向け
た方向性

事業名分野別

実績 評価・現状課題 計画現行計画の記載内容

幼児期に問題となる内容や，栄養食品表示に
ついて栄養士等が講義と試食を提供していま
す。

継続
・６回実施
・１９９名参加
（実・延べ）

・６回実施
・２３２名参加
（実・延べ）

・５回実施
・１８０名参加
（実・延べ）
天候不良により
1回中止

A
テーマにより参加率が異
なる。

幼児の保護者に対して望ましい食生活，食習
慣についての講話と試食を提供し，食育の推
進，健康の保持増進を図る，

継続

保健師，栄養士，助産師が妊産婦，乳幼児等
の健康相談に対応しています。

継続 650件 465件 582件 A
継続的なかかわりが必要
な場合は，育児相談を照
会する。

保健師，管理 栄養士が妊産婦，乳幼児等の健
康相談に対応していきます。

継続

給食展を実施
約450人が参加
した。

給食展を実施
約450人が参加
した。

給食展を実施
約450人が参
加した。

A

給食展に多くの市民，市
外からも楽しみに参加さ
れ，行事として定着して
いる。広報に案内を載せ
ている。

食育担当者会
(年1回）

食育担当者会
(年1回）

食育担当者会
(年1回）

A

学校により，食育推進の
取り組みに差が大きい。
学級担任の食育意識を高
めるのに栄養教諭・学校
栄養職員の動きは大き
い。

栄養士・栄養職
員の献立研究会
(年11回）

栄養士・栄養職
員の献立研究会
(年11回）

栄養士・栄養職
員の献立研究会
(年11回）

A
十分検討を図ることがで
きている。

各校月1～2回発行各校月1～2回発 各校月1～2回発 A
保護者に向けて食育への
意識を高めることができ
ている。

毎日の給食を展
示試食会年数回
実施

毎日の給食を展
示試食会年数回
実施

毎日の給食を展
示試食会年数回
実施

Ａ

保育所給食をもっと知っ
てもらうために，レシピ
等をいろいろな媒体で配
信し，より保育所給食に
興味を持ってもらう。

継続

毎月発行 毎月発行 毎月発行 Ａ

毎月テーマを決め目標と
している。家庭でも取り
組んでもらえるよう正し
い知識や情報を発信して
いる

継続

お箸指導
3色分け栄養素
など年数回の指
導

お箸指導
4色分け栄養素
など年数回の指
導

お箸指導
5色分け栄養素
など年数回の指
導

Ａ 内容の充実を図る。 継続

継続

栄養教諭・学校栄養職員がコーディネーター
の役割を果たすなど，校内指導体制を整備
し，学校全体で食育を組織的・計画的に推進
します。食育担当者会で交流の機会を増やす
など，学習できる機会を増やしたい。

保育所給食における取り組みを，保護者に
も知ってもらい，家庭でも取り組んでもら
えるよう，情報発信を行っています。

幼児の食事とおやつの教室

継続

給食だよりの充実

栄養教諭・学校栄養職員がコーディネーター
の役割を果たすなど，校内指導体制を整備
し，学校全体で食育を組織的・計画的に推進
します。

電話による保健指導

継続

食育指導計画の策定

学校給食の充実

給食の展示・試食会

給食だよりの発行

保育所給食における取り組みを，保護者に
も知ってもらい，家庭でも取り組んでもら
えるよう，情報発信を行っています。

総合食育推進事業

保育所訪問による栄養指導

こ
ど
も
の
食
生
活

３
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１
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事業内容 担当課 方向性
平成21年度

実績
平成22年度

実績
平成23年度

実績
評価 現状と課題 事業内容

5年後に向け
た方向性

事業名分野別

実績 評価・現状課題 計画現行計画の記載内容

妊娠中の健康診査の受診を促進し母体や胎児
の健康を確保するため， 妊婦健康診査費の助
成を行っています。

継続 ８７３件 ７６７件 ８５５件 A
２１年度以降１回当たり
５千円を上限に，受診１
４回まで助成

受診券方式を採用する事により，妊婦の方の
利便性を図る。

継続

継続 848(95.3％) 831(97.4％) 780(96.3％) A

受診率は他の乳幼児健診
に比べ高く推移。今後も
未受診者の全数把握に努
める。

継続

継続 797(92.9％) 769(90.9％) 786(90.6％) A
受託医療機関と連携し，
受診後のフォロー体制の
充実を図る。

継続

拡充 810(88.0％) 818(92.5％) 833(95.2％) A
受診率は上昇。保健指導
の項目等，健診内容を見
直し，更に充実させる。

継続

拡充 906(89.9％) 983(93.4%) 847 (92.6％) A

平成21年度途中より3歳
4ヶ月から3歳へ対象年齢を
下げました。受診率は,やや
上昇。保健指導の項目等，
健診内容を見直し,更に充実
させる。

拡充

アレルギー全般について専門医の健診と相談
を行っています。

継続
１１回実施
９１名参加

１１回実施
８８名参加

１１回実施
９０名参加

A
受診率は例年とおり。
健診後の対応を充実させ
る。

アレルギー全般について専門医の健診と相談
を
行っています。

継続

アレルギー全般について専門医の講義や室
内の環境整備や調理実習等を行っています。

継続
６回実施
１１９名参加

５回実施
１１２名参加

5回実施
１３１名参加

Ａ
講義内容により参加者を集
めることが難しいものもあ
る。内容の見直しが必要。

アレルギー全般について専門医の講義や室内の環境整
備，呼吸器のリハビリ等実習を行っています。 継続

芦屋健康
福祉事務

所
家庭訪問２８件 家庭訪問２８件 家庭訪問３２件 A

芦屋市保健センターとの
取り決めにより、出生体
重2,300g未満の児につ
いては、市より健康福祉
事務所へ情報提供があ
り、家庭訪問を実施。依
頼のあったものについて
は全数フォローを行って
いる。

市が受付窓口となっている医療機関からの養育支援ネットを活用した情
報提供と、市へ送付のあった出生連絡票の中から、出生体重2,300g未
満の児等について、市から健康福祉事務所へ情報提供がある。市から情
報提供を受けた母子について、保健師による家庭訪問を実施し、養育上
支援の必要な児に対して速やかな支援を実施している。
県健康福祉事務所においては、医療機関等と地域保健が連携し、早期か
ら子育てを支援する母子保健医療情報提供システム「養育支援ネット」
の円滑な実施と評価を目的とした養育支援ネット推進会議を開催し、地
域関係機関の連携の強化に努めている。

平成25年４月改正
母子保健法施行に伴
い、未熟児の家庭訪
問が市へ移譲され
る。当所において

も、円滑な移譲に向
けて、市保健師等を
対象にした研修を実
施（H23年度５回
実施）するととも

に、市保健師との同
伴訪問を行ってい

る。今後も国の動向
をふまえながら、市
への支援や養育支援
が必要な母子に対す
る地域支援体制整備
に取り組んでいく。

妊産婦270
未熟児３
新生児６９

妊産婦242
未熟児24
新生児58

妊産婦197
未熟児37
新生児59

A
未熟児訪問者数が増加している。未
熟児の出生の動態把握も必要。 拡充

581（77.9%） 761（96.1%） 694（95.5%） A
継続して100％の実施
を目指す。

継続

302件 380件 593件 A
訪問者数の増加。
今後も地域に保健師活動が根付いて
いくように訪問は継続。

継続

妊産婦を対象に助産師による個別相談を行っ
ています。

継続 延　34人 延　２９人 延　３４人 A
相談者は横ばい。今後の
相談体制を見直しが必
要。

平成２４年度から，育児相談の中で実施。
助産師が個別の相談に対応。

継続

乳児を対象に，身体計測及び保健師と栄養
士，助産師によるこどもの発達や育児につい
ての個別相談を行っています。

継続 延957人 延981人 延1476人 A
実参加人数が大幅に増
加。今後も育児不安の減
少を図る。

乳児を対象に，身体計測及び保健師と栄養
士，助産師によるこどもの発達や育児，栄
養，母乳についての個別相談を行っていま
す。

継続

Ｈ２５年度より未熟児訪問が市へ移譲される
こともあり，健やかな成長発達が促されるよ
う家庭訪問の継続。
こんにちは赤ちゃん事業も100％実施を目指
す。

各健診ごとに「育児ハンドブック」や「で
あってみたいなこんな本」等の冊子を配布し
ています。４か月児健康診査では,ブックス
タート事業による絵本の手渡しを実施してい
ます。精神面・運動面あるいは神経学的発達
の節目となる４か月児・１０か月児・１歳６
か月児・３歳児を対象に疾病や発達の遅れ，
視聴覚の異常などを早期に発見するため総合
的な健診を行うとともに，育児・栄養・むし
歯予防などの指導・相談・助言を行っていま
す。今後も，健診内容等の充実を図ります。

妊産婦・新生児・乳幼児を対象に助産師，保
健師等が家庭訪問をして子育て等の助言や

相談を行っています。こんにちは赤ちゃん訪
問については，100％の実施をめざします。

拡充

各健診ごとに「育児ハンドブック」や「で
あってみたいなこんな本」等の冊子を配布し
ています。精神面・運動面あるいは神経学的
発達の節目となる４か月児・１０か月児・１
歳６か月児・３歳４か月児を対象に疾病や発
達の遅れ，視聴覚の異常などを早期に発見す
るため総合的な健診を行うとともに，育児・
栄養・むし歯予防などの指導・相談・助言を
行っています。今後，健診時期の見直しや内
容等の充実を図ります。

乳幼児家庭訪問

10か月児健康診査

１歳６か月児健康診査

３歳児健康診査

アレルギー健康診査

こんにちは赤ちゃん訪問

アレルギー教室

妊産婦健康相談

育児相談

妊婦健康診査費助成事業

４か月児健康診査

健
康
診
査
及
び
健
康
教
育

健康課

健康課

健康課

健康課

妊産婦・未熟児・新生児訪問



事業内容 担当課 方向性
平成21年度

実績
平成22年度

実績
平成23年度

実績
評価 現状と課題 事業内容

5年後に向け
た方向性

事業名分野別

実績 評価・現状課題 計画現行計画の記載内容

アトピー性皮膚炎のこどもを持つ保護者等を
対象にした栄養士，保健師による個別相談を
行っています。

継続
・１２回実施
・延べ５４名/
実１６名参加

・１２回実施
・延べ６５名/
実２６名参加

・1２回実施
・延べ４７名/
実２４名参加

A

･実参加人数は，変動な
し。1相談者が相談する
回数が少なくても問題や
不安を解消できるように
なってきている。

アトピー性皮膚炎・食物アレルギーの心配の
あるこどもを持つ保護者等を対象にした栄養
士，保健師による個別相談を行っています。

継続

ぜん息・ぜん息様気管支炎と診断された幼稚
園・保育所の４歳児から小学３年生までを対
象に１０回の水泳教室を行っています。

継続
延べ２８８名
（８１．５％）

延べ２４６名
（６８．３％）

延べ３４６名
（８３．２％）

A

H２２年より福祉セン
ター水浴訓練室でに実
施。春秋開催にしたこと
で参加率が上昇した。

喘息・喘息様気管支炎と診断された幼稚園・
保育所の４・５歳児を対象に春・秋２クール
（１クール１３回）の水泳教室を行っていま
す。

継続

１０か月児健診を受診した親子を対象に交流
広場の提供をしています。

継続 １４１人 - - C

平成２２年保健福祉セン
ターに移転するにあた
り，子育てセンターのむ
くむくの拡充により終了

児童の養育について支援が必要な家庭に対
し，訪問による育児や家事の援助を行うこと
により，安定した児童の養育ができるように
努めます。

継続
養育，心理相談
1件（のべ1回）

育児，家事支
援，栄養指導，
精神不調相談
3件（のべ15
回）

育児相談，支
援，栄養指導
１件（のべ1
回）

Ａ

現状：保健センターと定
期的な連絡会を実施。
課題：その他の関係機関
とも連携を図り，支援を
必要とする家庭に迅速に
対応するしくみと体制強
化が求められる。

育児・養育相談，支援事業 継続

公立６保育所で継
続実施，毎週１回
午前10:00～
11:30 1313人

公立６保育所で継
続実施，毎週１回
午前10:00～
11:30　873人

公立６保育所で継
続実施，毎週１回
午前10:00～
11:30 785人

B 内容の充実を図る。
今後も事業の周知につとめ，さらに内容を充
実させる。 継続

市内6箇所の幼稚
園園庭で毎週1回
づつ開催。参加延
人数 12,610人

市内6箇所の幼稚
園園庭で毎週1回
づつ開催。参加延
人数 12,841人

市内6箇所の幼稚
園園庭で毎週1回
づつ開催。参加延
人数 10,557人

Ａ

現状：園庭では，少し大き
めの子どもたちも思い切り
遊ぶことができるため，安
心安全な空間として喜ばれ
ている。
課題：利用者（乳幼児）が
低年齢化してきている。

子育てセンター事業
公立幼稚園６箇所の遊戯室や園庭を活用し
て，子育て中の親子を支援。育児不安や密室
育児防止のため，親子交流，ふれあい指導と
育児相談を実施。

継続

保護者とこどもが自由に来て，遊びを通して
他の保護者やこどもとふれあいや交流を深め
ます。

継続
市内4箇所で毎月1
回開催
参加延人数 813人

市内4箇所で毎月1
回開催
参加延人数 792人

市内4箇所で毎月
1回開催
参加延人数 430
人

B

現状：23年度から，市
内北部の方のためにウィ
ザスにおいても実施。
課題：利用者数が年々減
少傾向。

主任児童委員と民生児童委員が子育て中の親
子を支援。育児不安や密室育児防止のため，
親子交流と育児相談を実施。

継続

保護者とこどもが気軽に集い，相談・交流な
どを行っています。平成22 年開設予定の福祉
センターへ移転し事業の拡大を図ります。

拡充

旧子育てセンター
（大原町）
毎週4日
参加延人数 6,912
人

年度途中に福祉セ
ンターへ移転。
毎週4日
参加延人数
20,925人

市内2箇所で開催
むくむく毎週4
日，ぷくぷく毎週
2日
参加延人数
27,665人

Ａ

現状：福祉センターへ移
転し，施設の充実と事業
の拡充を図り，利用者が
飛躍的に増加した。23
年度から，ウィザスでぷ
く くを め，芦屋

子育てセンター事業
「つどいのひろば」を提供し，子育て中の親
子を支援。育児不安や密室育児防止のため，
親子交流，ふれあい指導と育児相談を実施。

継続

公共施設等を利用して，地域で自主的に活動
するグループや団体の活動を支援し，地域の
コミュニィーづくりを進めていきます。

拡充 15グループが活動 14グループが活動 14グループが活動 Ａ

現状：講師派遣への助成
（県補助金）が定着し，自
主活動グループの活動が活
発になった。
課題：23年度で補助がなく
なったため，同等の継続支
援の工夫が必要。

子育てセンター事業
子育て自主活動グループの育成支援。活動助
成・育児相談を実施

継続

１歳児・２歳児を持つ親とこどもが気軽に集
い，相談・交流などを行っています。

児童セン
ター

継続
910人／32回
42人/２Ｇ

８９１人／33
回
60人/３Ｇ

867人／33回
15人/１Ｇ

Ａ

毎回定員近くの親子が集
い，遊びながら各々が交流
を図っています。課題とし
ては，先着16組なので定員
を超えた場合の受け入れが
困難。

前半は親子で自由に遊び，後半に親子体操，
手遊び，ふれあい歌遊び，絵本，紙芝居の読
み聞かせ。毎月最終回は保健師が入り，子ど
もの健康相談を受けている。

　　継続

母子保健事業の対象者及び利用状況をシステ
ム化し，効率的に保健活動を行っています。

継続 継続 継続 継続 B
継続性のある保健活動を
行えるように見直しが必
要。

母子保健事業の対象者及び利用状況をシステ
ム化し，効率的に保健活動を行っています。

拡充

育
児
不
安
の
解
消
に
向
け
た
相
談
･
指
導

継続
保育所や幼稚園の園庭を開放し，親子が遊べ
るようにしています。

子育てグループの活動支援

なかよしひろば

むくむく

母子健康情報管理システム

アレルギーの離乳食相談

まねっこ

あい・あいるーむ

育児支援家庭訪問事業

園庭開放

あそびの広場

３
（

２
）

母
と
こ
ど
も
の
健
康
の
確
保

健康課

こども課

めだか水泳教室
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平成21年度

実績
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実績
平成23年度

実績
評価 現状と課題 事業内容
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実績 評価・現状課題 計画現行計画の記載内容

妊娠届書の提出により母子健康手帳を交付し
ます。交付時に母子健康手帳副読本，ＳＩＤ
Ｓ対策のちらし，ママと食の健康ガイド，歯
の健康mini ブック，芦屋市子育てガイドブッ
クあいあい等の資料を提供しています。

継続 940件 865件 873件 A

妊娠届出書のアンケート
結果に基づくフォロー体
制について見直しが必
要。

妊娠届出書の提出により，母子健康手帳を交
付します。交付時に母子健康手帳副読本，マ
マと食の健康ガイド，歯の健康mini ブック，
マタニティマークの配布と妊婦対象の事業の
案内を行っています。DVDの貸し出し事業を
実施する。

拡充

歯科医師会の協力を得て，毎年6 月の歯の衛
生週間の事業の中で，小学校2 年生を対象と
したフッ化物の塗布やポスター展等を行って
います。

継続 中止

372人
各医院70人
ラポルテ３０２
人

435人
各医院138人
ラポルテ297
人

Ｂ

受診者は増加。
歯科健診で指摘された歯
周疾患を悪化しないよう
な指導を行っていく。

各医院・ラポルテにて，歯の無料健診とフッ
素塗布，相談を実施。ポスター展示を行い，
歯の衛生についての普及啓発を行う。

継続

乳幼児健康診査における未受診者について，
未受診者調査票の返送がなく，未受診理由が
不明な者に対して，受診勧奨の働きかけを
行っていきます。４か月児については，全数
把握を目標に訪問等を行っています。３歳児
の未受診者については，主任児童委員の協力
を得ています。

健康課 拡充
4健　４０人
3健　６８人

4健　３３人
3健　４３人

4健　　　４２
人
1歳半　 ７４人
3健　　　６７
人

Ｂ

4ヶ月児の未受診者は全
数把握。
1歳6か月児と３歳児の
未受診者対策について見
直しが必要。

乳幼児健康診査における 受診者について，
未受診者調査票の返送がなく，未受診理由が
不明な者に対して，受診勧奨の働きかけを
行っていきます。４か月児については，全数
把握を目標に訪問等を行っています。３歳児
の未受診者については，主任児童委員の協力
を得ています。平成23年度から，1歳6か月児
の未受診者に電話・手紙・訪問等での把握を
行っています。

継続

様々な家庭や児童の虐待や養育上の問題の相
談に応じています。

継続
家庭児童相談件
数
298件

家庭児童相談件
数
273件

家庭児童相談件
数
293件

B

現状：相談内容として，困
難ケースが増加してきてい
る。
課題：資質の向上・体制強
化が求められる。

児童家庭相談全般，児童虐待対応 継続

児童虐待にあった児童に対して調査などに基
づき，必要に応じて被害にあった疑いのこど
もの一時保護等を行っています。

継続
こども家庭セン
ター
への送致　11件

こども家庭セン
ター
への送致　 ８件

こども家庭セン
ター
への送致　 0件

B

現状：児童虐待通報の増加
課題：一時保護・施設入所
等へのタイミング，また退
所後の家庭へ継続したのか
かわり方など，相談員のス
キルの向上や地域での見守
り体制の連携強化が求めら
れる。

児童虐待・養育困難家庭への対応，一時保護
等

継続

関係機関の相互連携により，虐待や非行など
の要保護児童の早期発見及び適切な保護を
図っています。

拡充

代表者会議2回，
実務者会議4回，
代表者，実務者，
市民対象講演会

代表者会議2回，
実務者会議4回，
代表者，実務者，
市民対象講演会

代表者会議2回，
実務者会議4回，
代表者，実務者研
修会

B

現状：会議は，関係機関の
中で定着しつつある。
課題：関係機関それぞれの
意識の向上及び連携強化が
求められる。

要保護児童対策地域協議会の周知活動，関係
機関の連携，虐待ケースの速やかな対応

継続

延　107人 延　1５８人 延　1５３人 A
事業の内容・対象者や
フォロー体制について見
直しが必要。

拡充

延　６１人 延　４９人 延　４５人 B
事業の内容・対象者や
フォロー体制について見
直しが必要。

拡充

発達に課題のあるこどもに適切な療育及び訓
練等の提供を行っています。

障害福祉
課

拡充
実人数24人
延人数2296人

実人数26人
延人数2270人

実人数２７人
延人数3136人

A

（評価）施設改修工事に
より２階部分を秋より使
用できるようになり，３
歳児の母子分離保育を実
施することができた。ま
た本人支援・保護者支援
に加え，他課との連携が
よくとれた。（現状課
題）年度当初の利用人数
が定員の半数ほどである
こと

発達に課題のあるこどもに適切な療育及び訓
練等の提供を行っています。また２４年度か
ら入級は概ね１歳からであったのを，生後６
ケ月から可能にし，療育の必要なこどもが入
級待機にならないよう定員を２０名から３０
名に増加し，さらに保育内容の充実を図って
いきます。

継続

医師や臨床心理士，理学療法士等が乳幼児の
発達に関する相談や検査を行い，その後の
フォロー体制についても検討しています。ま
た，教育相談についても同時に行っていま
す。今後，福祉センターへ移転し事業の拡大
を図ります。

障害福祉
課・健康
課・学校
教育課

拡充 12回　延８６ １４回　延３７ １０回　延３８ Ｂ

　すくすく学級卒級児を
対象としたフォローとし
て実施。
　療育支援相談，機能訓
練事業等の新規事業及
び，卒級後の支援者との
円滑な連携が必要。

療育支援相談，機能訓練等との連携により，
多角的に必要な支援を検討し，導入できるよ
う仕組みを検討します。

拡充

拡充

乳幼児健診において，経過観察が必要なこど
もの継続的な健康相談を行っています。
経過観察の必要なこどもと保護者が，保育
士・保健師・心理相談員との遊びを通じて，
親子のかかわりについて理解を深め育児不安
の軽減を図っています。今後，実施回数等の
拡大を図ります。

乳幼児健診において，経過観察が必要なこど
もの継続的な健康相談を行っています。
経過観察の必要なこどもと保護者が，保育
士・保健師・心理相談員との遊びを通じて，
親子のかかわりについて理解を深め育児不安
の軽減を図っています。今後，実施回数等の
拡大を図ります。

母子健康手帳等の交付

歯の健康フェスタ

家庭児童相談室

西宮こども家庭センターでの支援

芦屋市要保護児童対策地域協議会

こどもの相談

児
童
の
虐
待

防
止
対
策

乳
幼
児
の
フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
体
制

健診後の経過観察グループ

すくすく学級（児童デイサービス）

療育相談

乳幼児健康診査未受診者対策

３
（

３
）

こ
ど
も
の
こ
こ
ろ
の
や
す
ら
か
な
発
達
の
促
進

そ
の
他

健康課

こども課

健康課



事業内容 担当課 方向性
平成21年度

実績
平成22年度

実績
平成23年度

実績
評価 現状と課題 事業内容

5年後に向け
た方向性

事業名分野別

実績 評価・現状課題 計画現行計画の記載内容

すくすく学級からの進路先確保及び受け入れ
体制の整備を図り，保育所・幼稚園等への円
滑な入所・入園を実現するため，庁内の関係
各課及び関係機関との連携・情報共有を行う
連絡会を行っています。今後，関係各課とよ
り一層の連携を図ります。

障害福祉
課・こど
も課・健
康課・学
校教育

課・芦屋
健康福祉
事務所

拡充 年１回実施 年１回実施 年１回実施 A

　すくすく学級卒級前に
関係各課との連携によ
り，入所，入園を円滑に
行う。
　当該事業と同様の担当
課で構成されいている，
類似の会議体との統合等
整理が必要。

医師等の専門職及び当該事業と同じ担当課で
構成されている，療育支援相談と統合し，情
報共有と合わせて，医師等の専門職を交えた
支援方針の検討を行うことにより充実を図り
ます。

拡充育児支援等療育事業



事業内容 担当課 方向性
平成21年度

実績
平成22年度

実績
平成23年度

実績
評価 現状と課題 事業内容

5年後に向け
た方向性

事業名分野別

実績 評価・現状課題 計画現行計画の記載内容

思春期のこどもを持つ保護者等を対象に，生
理・心理・社会の各側面から思春期保健に関
する知識の普及を行い，健康的で豊かな人間
性を持った男女を育成できるよう指導を行っ
ていきます。

健康課・
県健康福
祉事務所

新規

①若者の心と体
の相談（年３回
実施）助産師に
よる10～20代
を対象とした性
や性感染症、望
まない妊娠の予
防等に関する個
別相談。専門的
な知識や最新の
情報を提供す
る。相談者延べ
１１人。

①若者の心と体
の相談（年３回
実施）相談者延
べ８人
②健康学習会
（年２回実施）
市内高等学校２
校の生徒を対象
に、性や性感染
症の講話・妊婦
体験などを実施
し、いのちの大
切さを伝える講
演会を開催。講
演会延べ参加者
５３５人。

①若者の心と体
の相談（年３回
実施）相談者延
べ５人
②健康学習会
（年２回実施）
対象は市内高等
学校２校の生
徒。内容はＨ２
２度と同じ。講
演会延べ参加者
５８５人。

Ａ

H20年性器クラミジア
感染症患者の16.1％は
10代が占めている。ク
ラミジアの感染は不妊の
原因ともなる。また、望
まない妊娠の予防は児童
虐待の予防にもつなが
り、今後も思春期におい
て知識を普及していくこ
とは重要な取り組みと考
えている。現在は高等学
校を対象に健康学習会を
開催している。

性知識の情報源については，学校（授業等）
が及ぼす影響が大きくなってきている。今後
中学校など対象の拡大を検討している。

継続

親子やこどもが集まる機会等を積極的に活用
する等，こども会，ＰＴＡ，愛育委員会等地
域の関係団体と連携し啓発活動の充実を図っ
ています。

青少年愛
護セン
ター

継続 白ポストの設置 白ポストの設置 白ポストの設置 C
直接的なかかわりはない
が，児童生徒に読ませた
くない雑誌の回収

今後も取り組む予定はないが，携帯電話等で
の情報サイトに接続しないよう愛護委員など
を対象に研修する。

保健師がたばこの依存症や害等について説明
し，喫煙防止教育を行っています。

健康課 継続 1人5回 1人4回 参加者なし Ｂ

世界禁煙デー等の時期に
広報紙等で禁煙希望者を
募集しているが，希望者
が減少している。

個別の禁煙支援事業を周知する。 継続

・禁煙グッズ（マ
グネット等）の配
布（３校）
・阪神南青少年タ
バコ対策事業報告
書作成（200部）
・健康教育講演
（市内３小学校）

・小・中学校に
おける防煙教育
の実施（２校）
・養護教諭連絡
会

・小学校・高校
における防煙教
育の実施（２
校）

C

・本事業は、縮小実施し
ていたが、25年４月か
ら受動喫煙防止条例の本
格実施にむけて、防煙教
育を実施する必要があ
る。

小・中・高校への防煙教育実施
・芦屋市教育委員会及び養護教諭連絡会等と
連携の上、防煙教育の計画立案、計画的実施

防煙教育の
強化

一般県民約
3,000人に対し
啓発活動を実
施。
小・高校におけ
る薬物乱用防止
講習会の実施。

般県民約
2,600人に対し
啓発活動を実
施。
小・中・高校に
おける薬物乱用
防止教室の実
施。

一般県民約
3,300人に対
し啓発活動を実
施。
小・高校におけ
る薬物乱用防止
教室の実施。

A

特に若年層の薬物乱用者
が増加していることか
ら、それらに対する啓発
活動を強化することが必
要。

一般県民に対する啓発活動の実施。
薬物乱用防止教室による若年層（特に小・中
学校）への正しい知識の普及及び啓発の実
施。

若年層に対
する啓発活
動の強化

こ
こ
ろ
の
問
題

こどものこころの健康問題やケアを必要とす
るこどもに対し，教員が適切な指導・援助が
できるよう，専門家からアドバイスを受ける
コンサルテーションを実施しています。

学校教育
課

継続

6時間×35週配
置かける５校(小
２，中３）配
置。相談1362
件　一般教育相
談実５人延べ６
人　教育相談実
192件延べ348
人

6時間×35週配
置かける５校(小
２，中３）配
置。相談1013
件　一般教育相
談実15人延べ
15人　教育相
談実33件延べ
589人

6時間×35週
配置かける５校
(小２，中３）
配置。相談
1155件　一般
教育相談実8人
延べ8人　教育
相談実27件延
べ583人

A

配置時間に対し相談希望
者が多いため，相談内容
によっては打出教育文化
センター及びカウンセリ
ングセンター等を活用す
る。

配置にない学校からも児童生徒，保護者が相
談しやすくなるよう環境を整備する。短時間
で有効な教職員向けの研修やコンサルテー
ションの持ち方を工夫する。

継続

医師会・薬剤師会の協力を得て，内科・小児
科を開設し，日曜・祝日・年末年始の午前９
時から午後５時まで診療を行っています。

健康課 継続 3,500 2,456 2,622 A
毎月広報紙やホームぺー
ジに掲載し周知する

継続

市内の医療機関が参加し，当日の当番病院の
案内は，広報あしやや芦屋市消防本部で行っ
ています。

継続 3,762 2,660 2,841 A
毎月広報紙やホームぺー
ジに掲載し周知する

継続

阪神南圏域の公立・私立の病院が輪番制によ
り，小児２次救急患者を受け入れています。

継続 2,993 2,906 2,828 A
毎月広報紙やホームぺー
ジに掲載し周知する

継続

薬物やたばこがからだに及ぼす影響などを児
童生徒に伝え，薬物や喫煙防止に取り組んで
います。

学校教育
課・芦屋
健康福祉
事務所

健全母性育成事業

家庭における性教育実施の啓発
活動

出前講座「喫煙防止教育」

スクールカウンセリング事業

「ダメ，絶対」普及活動

小児救急対応病院群輪番制

芦屋市立休日応急診療所

在宅当番医制

阪神南青少年タバコ対策事業

継続

性
に
関
す
る
正
し
い

知
識
の
普
及

喫
煙
や
薬
物
に
関
す
る
教
育
指
導

３
（

５
）

小
児
医

の
充
実

３
（

４
）

思
春
期
保
健
対
策
の
充
実

健康課



事業内容 担当課 方向性
平成21年度

実績
平成22年度

実績
平成23年度

実績
評価 現状と課題 事業内容

5年後に向け
た方向性

事業名分野別

実績 評価・現状課題 計画現行計画の記載内容

予防接種法に基づき定期の予防接種を行って
います。未接種者に対して再度接種勧奨をし
ます。

継続
BCG予防接種

接種率　92.7%
101.8% 93.7% A

未接種者の把握が行えて
いないので，対策が必
要。

予防接種法に基づいた定期予防接種事業を
行っています。また，適齢期の児に対して，
個別通知や保育所・幼稚園・学校への通知を
行い，周知に努めています。

継続定期予防接種事業

療


